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新
し
い
年
を
迎
え
、
心ヽ
新
た
に
お
過
ご

し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年

か
ら
東
日
本
大
震
災
の
復
興
と
い
う
大
事

業
が
国
、
そ
し
て
国
民

１
人
ひ
と
り
に
課

せ
ら
れ
、
「
手
を
取
り
合
お
う
―
絆
」
と
い

う
言
葉
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

日
本
の
よ
う
に
成
熟
し
、
問
題
は
あ
る

も
の
の
幸
せ
に
見
え
た
社
会
が
自
然
の
猛

威
の
前
に
も
ろ
く
崩
れ
去
る
こ
と
に
気
づ

き
、
〈
三

度
、
人
と
人
と
の
絆
の
大
切
さ
に

目
覚
め
た
１
年
で
し
た
。

龍
谷
寺
檀
信
徒
の
皆
様
に
も
義
援
金
な

ど
で
ご
協
力
を
賜
り
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
）ｃ
の
場
を
借
り
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
、
「心
月
だ
よ
り
」
を
発
刊

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
「心
月
」
と
は
、

龍
谷
寺
の
ご
開
山
、
心
月
宋
光
大
和
尚
様

の
名
前
か
ら
頂
き
ま
し
た
。
龍
谷
寺
は
今
か

ら
５
０
０
年
余
前
、
心
月
宋
光
大
和
尚
様

に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
３８
世

の
現
世
代
に
至
る
ま
で
多
く
の
出
来
事

を
乗
り
越
え
、
〈
マ
に
至
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
の
世
も
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
に
気
づ
き
、
感
謝
の
心
を
持
っ

て
精
進
し
て
い
く
こ
と
を
伝
え
て
い
く
こ

と
が
寺
の
大
き
な
役
目
だ
と
思
い
ま
す
。

人
の
一
生
は
、
長
い
よ
う
で
短
い
も
の
で
す
。

「
い
か
に
生
き
る
か
」
は
、
「
い
か
に
死
ぬ
か
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、
先
祖
を
敬

い
、
人
と
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
す
る
こ

と
で
、
よ
り
よ
い
人
生
を
お
く
る
事
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
皆
様
方
に
と
っ
て
、
家
族
が
健

康
で
明
る
い
年
に
な
る
よ
う
、
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

龍谷寺のお正月
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曹
洞
宗
の
大
本
山

福
井
の
永
平
寺
曾
同
祖
道
元
禅
師
ご
開
山
）

横
浜
の
線
持
寺
（太
祖
螢
山
禅
師
ご
開
山
）

本
尊
　
曹
洞
宗
は
お
釈
迦
様
を

ご
本
尊
と
し
て
仰
ぎ
ま
す
。

本
尊
唱
名
　
南
無
釈
迦
牟
尼
仏

教
義
　
私
た
ち
は
み
な
仏
の
子
で
あ

り
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
仏
心
を
具
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
気
づ
か
ず
に

我
が
ま
ま
勝
手
の
生
活
を
し
、
苦
し
み

の
も
と
を
作
っ
て
い
ま
す
。
一
度
、
仏
様

に
懺
悔
を
し
、
帰
依
す
る
な
ら
ば
、
心
が

落
ち
着
き
、
お
の
ず
か
ら
生
活
が
調
え

ら
れ
て
、
明
る
く
な
り
、
社
会
の
お
役
に

立
つ
こ
と
を
喜
び
、
ま
た
ど
ん
な
苦
難

に
も
耐
え
て
、
生
き
抜
こ
う
と
す
る
信

念
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
こ
に
生
き
が
い

と
幸
福
と
を
発
見
す
る
の
が
曹
洞
宗
の

教
え
で
す
。

お
経
　
修
証
義
　
般
若
心
経
　
観
音
経
　
寿
量
品
　
等
の

諸
経
典
を
読
誦
し
ま
す
。

曹
洞
宗
は
、
お
釈
迦
さ
ま
が
成
道
さ
れ
、

そ
の
教
え
が
説
か
れ
、
お
弟
子
様
た
ち
に
代
々

連
綿
と
受
け
継
が
れ
、
イ
ン
ド
か
ら
中
国
、
そ

し
て
日
本
へ
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

曹
洞
宗
の
ご
本
尊
は
お
釈
迦
さ
ま
で
す
。
曹

洞
宗
は
、
お
釈
迦
さ
ま
か
ら
相
続
さ
れ
て
き
た

「正
伝
の
仏
法
（し
ま
つ
で
ん
Ｑ
ふ
っ
ぽ

３ヽ
」
、
つ
ま

り
坐
禅
の
教
え
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
し
て
お
り
、

坐
禅
の
実
践
で
得
る
身
と
心
の
や
す
ら
ぎ
が
そ

の
ま
ま
「仏
の
姿
」
で
あ
る
と
自
覚
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

道
元
禅
師
は
、
仏
道
を
求
め
て
宋
に
渡
り
、

修
行
に
励
ま
れ
て
「正
伝
の
仏
法
」
を
相
続
。
仏

法
の
境
地
と
実
践
を
伝
え
よ
う
と
越
前
に
大

仏
寺
（後
の
水
平
土し
を
建
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、

螢
山
（け
い
ざ
ん
）
禅
師
は
、
永
平
寺
で
修
行
を

始
め
、
能
登
門
前
町
に
、
線
持
寺
を
建
立
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
門
下
に
は
優
れ
た
人
材
が
集
ま

る
よ
う
に
な
り
、
曹
洞
宗
が
発
展
す
る
基
礎

が
築
か
れ
ま
し
た
。
道
元
禅
師
を

「高
祖
０

う
そ
）
」
、
螢
山
禅
師
を
「太
祖

（た
い
そ
ご
と
仰

ぎ
、
お
二
人
の
祖
師
を
「両
祖
（り
ま
つ
そ
ご
、
一二

師
を
ヨ

仏
両
祖
（い
ち
ぶ
つ
り
ょ
つ
そ
ご
と
し
て

お
祀
り
し
、
お
慕
い
申
し
上
げ
、
信
仰
の
ま
こ

と
を
奉
げ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
全
国
に
１
万
２
千
力
寺
の
寺
院

と
８
０
０
万
人
の
檀
信
徒
が
い
ま
す
。

龍
谷
寺
は
１
５
２
０
年
ご
ろ
に
心
月
宋
光

大
和
尚
に
よ
っ
て
、
開
山
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
３８

世
法
覚
隆
真
大
和
尚
に
至
る
ま
で
約
５
０
０

年
に
わ
た
り
、
お
釈
迦
さ
ま
の
教
え
を
受
け
継

い
で
い
ま
す
。

ま
た
３８
世
法
覚
隆
真
大
和
尚
は
、
お
釈
迦
さ

ま
か
ら
８５
代
目
の
法
を
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

大本山永平寺大本山線持寺

1ダ

龍答寺の鐘つき堂
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●受付時間 午前10:00～ 午後4:00

楓 霊 苑 ¨ … 札ゾん

多事1り手

園
林
堂
閣
鴛
え

日
進
の
山
川
を
飾
る

梵
音
四
方
に
響
き

仏
徳
無
辺
に
及
ぶ

し

ょ

え

ん

き

ち

じ
ょ
う

諸
縁
吉
祥

昭
和
六
十
年
五
月
吉
祥
日

線
持

副
貫
首

三
十

五
世
芳
髄

八
十
雙
銘

総
門
再
建
。大
鐘
再
鋳
の
由
来

総
門
当
初
の
建
造
は
一
七
五
六
年
本

郷
八
兵
工
氏
の
一寄
進
（現
小
塚
正
彦

家
）
十
四
世
代
。大
鐘
の
初
鋳
は
一
七

七
〇
年
当
家
在
八
郎
氏
他
七
名
の
発
願

（現

福
岡
辰
男
家
）
祖
徒
一
同
寄
進
の

位
牌
現
存
す
。十
六
世
代

大
鐘
は
一九
四
二
年
七
月
大
東
亜
戦

に
徴
出
・山
門
は
一
九
五
九
年
九
月
の

伊
勢
湾
台
風
に
倒
壊
す

一九
八
四
年
一
月
大
般
若
会
山
容
整

備
事
業
発
表
祖
徒

一
同
賛
成
合
意
し
第

一
期
と
し
て
三
戸
金
十
六
万
円
を
寄
進

十
月
二
日
起
工
し
鐘
楼
門
式
山
門
再
建

大
鐘
の
再
鋳
仁
工
尊
像
を
目
進
の
地
に

始
め
て
奉
安
一九
六
０
年
五
月
末
完
工
す

山
門
偉
容
二
六
年
に
し
て
復
し

大
鐘
妙
音
四
三
年
に
し
て
響
き

門
に
入
っ
て
は
信
を
求
め
て
安
心

円
を
出
で
て
は
妙
音
に
歓
喜
し
て

迷
情
を
覚
ま
す
。感
激
つ
く
る
な
し

線
持
寺
副
貫
首
三
五
陛
芳
髄
合
掌
低
頭

籠 谷寺でム合う言景
人は日々忙しく暮らしている時、心の不安やいらだちを感じる事があります。そんな時「言葉Jはその

不安やいらだちを受け |卜め、支えになってくれます。また「静けさJや 自然の景色も優しく心を包み、

人々に癒しの心を与えてくれます。お寺に行くと「元気が出るJ「癒される」という環境を,さがけています。

山門の上にある鐘楼にきざんである「言葉」をご紹介いたします。

これは龍谷寺三十六世成田芳髄大和尚の鐘楼に刻まれた言葉ですc

大鐘の拓版

も
っ
ば
ら
い
の
る

専
祈

世
界
平
和

民
心
和
楽

仏
光
常
照

百
八
声
々

山
門
隆
昌

国
家
安
泰

生
業
繁
栄

破
迷
夢
暗

諸
人
歓
喜

祖
信
帰
崇

進 桜
名古屋市東部、日進市の中心に「日進桜楓 (おうふう)霊苑Jが あります。

小高い緑の丘陵に建つ霊苑は、春は桜、秋には楓が舞うところから「日進桜

楓霊苑」と名づけられました。

お寺となる龍谷寺は、開創500年を迎えるという曹洞宗の名刹。開基は、藤原

則武と伝えられ、その後三州篠原永沢寺3世心月宋光大和尚が三州の城主・渡

辺守綱の助力を得て、lbl藍を整備し、当代の住職、成田隆真で38世となります。

当寺の36世大環正應得道芳髄大和尚は、曹洞宗管長と横浜市鶴見にある

曹洞宗大本山線持寺の貫首を務めました。

すでに約800基のお墓が建立され、南面一列タイプの新区画「第三ブロックJ

が平成23年2月より好評発売中です。
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第 1号

平堅
古
年
籠
谷
十

年
間
行
事
Ｑ
こ
あ
ん
な
い

藝

――
平成 24年 1月 1日

。年間行事のごあんない

一
【梅
花
流
仝
日
本
詠
大
会
】
開
催
雙
場
幕
張
う
セ

瘍

一
月

二
月
　
十十

三
月
二
十
二
日
（火
）

十
月
二
十
七
日
（土
）

十

一
月
二
十
四
日
（土
）

十
二
月
　
　
八
日
（土
）

三
十

一
日
（土
）

九    八 七  四
月       月 月   月

―卜 十 1-卜 寸― 卜 十 十
二 五 四 三 二 四 二 四
日 日 日 日 日 日 日 日

土 水 火 月 日 土 日 土

｀~~Υ ~~ノ

五 一 九 三 二 一

日 日 日 日 日 日

さ↓E生1_』

平
成
二
十
四
年
度

元
旦
祈
祷

年
始
受
付
、
平
成
２４
年
法
事
受
付

成
人
の
日
　
午
前
１０
時
か
ら
大
般
若
祈
祷
会
、
獅
子
舞
の
奉
納

開
山
忌

涅
槃
会
（ね
は
ん
え
。お
し
ゃ
か
様
が
亡
く
な
っ
た
日
）

涅
槃
図
展
覧

春
分
の
日

午
前
１０
時
か
ら
春
彼
岸
会
法
要

第
１３
回
芳
桜
茶
会

藤
島
弘
法

日
東
夏
祭
り

盆
棚
経

盆
大
施
餓
鬼
会

秋
分
の
日

秋
彼
岸
会

日
東
バ
ザ
ー

秋
の
芳
桜
茶
会

成
道
会
（お
釈
迦
様
が
悟
り
を
開
い
た
日
）

除
夜
の
鐘
打
鐘
　
午
前
０
時
開
始

○
期
日

平
成
二
十
四
年

五
月
二
十
九
日
（火
）
か
ら

五
月
二
十

一
日
（木
）

そ
の
他

龍
谷
寺
で
は
日
本
文
化
を
継
続
し
て
い
こ
う
と
　
一

文
化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　

　

　

一

◎
芳
桜
書
道
会

毎
週
土
曜
日

午
前
１０
時
か
ら
正
午
　
　
　
一

午
後
２
時
か
ら
４
時
　
　
　
一

本
堂
下
客
殿
に
て

月
謝
大
人
三
千
円
　
小
人
三
千
五
百
円

　

一

［指
導
］
安
藤
霜
秋
先
生

◎
写
経
会

毎
月
第
二
金
曜
日

午
後
１
時
か
ら
３
時

　

一

午
後
２
時
か
ら
４
時

　

一

本
堂
下
客
殿
に
て

志
納
料
千
円

◎
梅
花
流
詠
讃
歌
を
歌
お
う

午
後
１
時
か
ら
３
時
　
　
　
　
一

毎
月

一
回

新
客
殿
に
て

［指
導
］
富
尾
智
恵
先
生

◎
子
ど
も
日
本
舞
踊
教
室

ヽ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

日
東
保
育
園
に
ア

月
二
回

会
費

一
回
千
円

［指
導
］
花
柳
東
風
香
先
生

◎
芳
桜
茶
道
会

毎
週
土
曜
日
　
午
後
１
時
か
ら
５
時
　
　
　
一

心
月
庵
茶
室
於

［指
導
］
表
千
家
恒
川
宗
裕
先
生
　
　
　
　
一

詳
し
く
は
龍
谷
寺
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
　
一

８
０
５
６
１
（７
２
）
０
０
１
２

龍谷寺の大晦日
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今
年
も

一
年
の
無
病
息
災
を
祈
る
大
般
若
祈
祷
会
を
左
記
の
様
に
厳
修
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
寺
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
法
要
終
了
後

「獅
子
舞
と
南
京
玉
す
だ
れ
の
奉
納
」
が
あ
り
ま
す
。

又
、
恒
例
の
無
病
息
災
を
願
っ
て
「大
根
炊
き
Ｌ
甘
酒
」
を
振
る
舞
い
ま
す
．

【年
月
日
】

平
成
二
十
四
年

一
月
九
日
（祝
・月
）

【時
　
間
】

午
前
十
時

【場
　
所
】

龍
谷
寺

=i

・
　

　

も
み
じ
の
葉
が
美
し
く
色

一
　

づ
き
は
じ
め
た
晩
秋

の

一
日
、

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と

イ
ギ

リ
ス
か
ら
日
本
文
化

の

体
験
学

習

の
為

に
三
名

の
方

々
が
来
寺
さ
れ
ま
し
た
。
彼
女

た
ち
は
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン

に
本
部
を
置
く
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

プ

ラ
ネ
ッ
ト

か
ら
派
遣

さ

れ

ま

し
た
。
ユ
ナ
イ
テ
ツ
ド
プ
ラ

ネ
ッ
ト
は
、
国
境
と

い
う
概
念

を
超
え
た

一
つ
の
世
界
を
作
り
上
げ
る
た
め
、
異
な

る
文
化
間
の
交
流
を
推
進
し
た
り
、
世
界
共
通
の

問
題
を
分
か
ち
合
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

龍
谷
寺
の
茶
室
心
月
庵
で
恒
川
宗
裕
先
生
の
ご

指
導
の
も
と
、
お
菓
子
と
薄
茶
を
頂
き
、
続
い
て
寺
の

周
り
で
採
っ
た
草
花
で

一
瓶
の
花
を
生
け
ま
し
た
。

そ
し
て
本
堂
で
は
坐
禅
に
取
り
組
み
、
緊
張
感
を

も
っ
て
静
か
な
時
を
過
し
ま
し
た
。
日取
後
に
は
浴
衣

に
着
が
え
、
日
本
古
曲
の
「さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
曲
に

あ
わ
せ
扇
を
も
っ
て
日
本
舞
踊
を
体
験
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鐘
つ
き
堂
に
登
り
、
日
進
市
の
景
色
を
な
が

め
、
哲百
願
を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
打

鐘
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
と
て
も
喜
ば
れ
、
晩
秋
の

一
日
、
日
本
文
化
に
触
れ
る
事
で
日
本
の
思
い
出
と

な
っ
た
事
で
し
ょ
つ
。

平成23年度 大般若祈祷会の様子



平成 24年 1月 1日 第 1号

第14回 「芳楼恭会」のおヒらゼ

平成 11年より始めた芳桜茶会も14回 目となりました。

龍谷寺境内で、一服のお茶をお気軽にお楽しみいただきたいと思います。

皆様のご来寺をお待ちしております。

【日 時】平成24年 4月 14日 (土)午前10時～午後3時
【場 所】龍谷寺
【お茶券】前売券は2月頃より準備いたします。

一席 500円

二席 800円

※当日券は一席券のみ販売

第13回 芳桜茶会の様子

後

今
年
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
３
皆
様

ご
無
事
に
ご
越
年
の
事
と
存
じ
ま
す
。
大
震

災
が
日
本
を
襲
い
、
大
変
な
年
と
な
り
復
興

の
足
音
は
小
さ
く
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
心

を
想
う
と
胸
が
痛
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
人

の
力
は
確
実
に
一
歩

一
歩
前
を
向
い
て
歩
ん
で

い
き
ま
す
ｃ
今
ま
で
余
り
に
も
恵
ま
れ
て
い
た

日
本
で
し
た
。
ま
た
失
っ
た
物
も
莫
人
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
何
が
大
切
か
気
づ
き
、

皆
の
力
で
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
「
絆
」
の
心
を

一
人

一
人
が

し
っ
か
り
持
ち
、
新
し
い
年
も

一
歩

一
歩
、
歩

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
ｃ

「心
月
だ
よ
り
」
第

百
万
も
不
行
き
届
き
の

所
も
多
々
あ
る
か
と
想
い
ま
す
が
、
お
寺
と

檀
徒
そ
し
て
霊
園
の
皆
様
を
つ
な
ぐ
便
り
と

し
て
今
後
も
発
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い

中
し
上
げ
ま
す
。
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